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　子宮癌 の レ 線療法は ，
1902 年 Delphy ，　 Seitz−Wint2

に よ り ， ラ ジ ウ ム 療法 は 1905年 Abbe 　l・c よ り夫k 始め

られ ， 以 後 レ 線療法 は 病 巣部 と周 囲健常組織 との 感 受 性

を 大 な ら しめ ん とす る生 物学的要因 と，健常隣接臓器 を

被護しっ N 病巣部線量を大 な ら しめ ん とす る物理学的要

因 とを主 眼 に して照 射 法 の 工 夫 改 薄が 試 み られ，全身
一

時照射法 ， 飽 和照射法 ， 分割照射法 ，篩照射法，さ らに

廻転照射，振子照射及 び集光照射等の 移動照射法が考案

され る と同時 に ，叉 線質 の 方面 か ら レ 線質 を ラ ジ ウ ム の

・
γ 線 に似 させ た 超 高圧及 び γ 線照 射法 が試 み られ る に 至

つ た．ラ ジ ウム の 経皮照射に よ り優れ た治療効果の あ る

：事は　Kr6nig 　（1911），　Lysholm 　（1915）　錯露力主既 に発表

してい るが ， 大量の ラ ジ ウ ム を必要と し ， 充分 な照射装

置 が得られ な い た め に普 及 しな か つ た ．戦後原子核物理

の 進 歩 は 黶覚 し く， ア メ リカ の Clington や カ ナ ダ の

Chalk 　River の原子炉でラ ジ オ ア イ ソ b 一プ が 多量 に

生産され ， ト レ ーナ ーと して 生物学や診断学に応用 せ ら

れ る 許 りで な く，β線 や γ 線 の 放出俸 と して 広 く治 療に

応用 せ られ て来 た．就申半減期 が 比較的 に 長 く然 も強 エ

ネ ル ギーの γ 線を放出す る
6DCo

や
zaTCs

が，ラ ジ ウム

ミこ 比 して 大量 に 且つ 廉価で生 産 され る様 に な り，繭来 ラ

ジ ウム の 代用 と し て
60Co

遠隔照射が 注 目 さ れ て 来 た ．

我 が 国では 中泉 （1934），山川 （1935）等力貰ラ ジ ウム に よ

る遠隔照射 を試み た が，ラ ジ ウム が 高価 で 多 量 に 得ら

れ な い た め に 普及 しな か っ た、戦後
δDCo

の 輸入 に よ り

1952年以 来 50乃 至 ユOOcurie 照射装置が 考案 され ， 最近

で は 1，000CUfie 廻転照射 装 置も運転 され る様 に なり，

放射線療法 の 進歩 に は 注目すべ 曇 もの が あ る．か S る

照射装置 の進歩発展 に 伴 い 充分な 深部量が 容易 に 得ら

れ る様に な っ た が，如何な る照射目標 に どれだけの 線量

を ， 時 間 的 に 空 閙的 に 配量す る か を充分 に 検討す る 必要

が あ り， 唯漫然 と
6°Co 療法 を行 う事は放射線療法 の成

果が 見 られ ぬ の み な らず ， 徒 らに放射線障害 を伴 うの で

笑に危険 と云 わねば な らぬ．当教室では ， 昭 和33年 ユ月

よ り東芝製 RI − 103c型
E
℃ 。 遠隔照射装置を用い ，

子宮頚癌 の 治 療 を行 っ て い る が，治療成績 の 向上 を計

り， 副作用 を減少せ しめ る た め ，本 装置の 性能及 び 各種

照射法 に於 け る線量分布を フ ァ ン ト
ーム 及び人体で測定

し，本装置 に よ る 至適照射術式を検討 した ．

　 第 1 章 　教室設置 GOCo 照射装置 と その性能

　第 1節 　装　置

　
6DCo

遠隔照射装置は東芝製 RI 一 憩 3C 型
1） で ，

　
e
℃ o

l｛又容器 　　（定毛彳｝収容 翼i300curie，　毒見在　250curie　収容），

照射紋 り，収容器支持装置，電動押釦操作器及び 治療台

よ り構成 される． 6℃ o 線源 は電動で駛容器内を 上 下に

移動 し， 移動範囲 は 定位置 （Position　S） カ・ ら 5　 cm の

所 （P 。 siti ・ n 　D ，10c瀬 所 （P。siti・n 　 2 ） 迄 で 照射絞

りの 外部に 5c 皿 ，エGcmの 照射筒 を附i’」
’
て使用す る 事 に よ

り，線源装…繭 間距離 （SSD ） は 30，35及 び40elnに，ま

た 照射筒 な しで 20cm とな し得 る．　 S」Co 収容器の 上下移

動は 92cm， 左 右廻転は 工80°

， 前後廻転 は ユ80 °

及 び 絞 り

廻転 は 90°

であ る．線源 の 開閉は シ ャ ッ タ
ー

廻転式で ，

停電の 際 は 手 動的 に線源の 開閉が 出来 る．

　第 2 節 　治療室 と漏洩線， 散乱線
2）3〕

　治療 室 は地下に 位置 し，厚 さ 70c皿の ＝ ン ク リ
ー

トで囲

まれ ， 治療 中 の愚者 は操作室 よ り両側合鉛 ガ ヲ ス 内に 水

を満 した 厚 ざ 100c］11の ，の ぞ き窓 を通 じて監視出来 る．

G°Co は γ線 を 絶 えず放射 して い るの で，そ れ が 少量で

あ っ て も治療室内の 漏洩線 と散乱線 を測定し ， 危険度 を

知 る事 が 必要であ る．治療室 内の 漏洩線と散乱線 趣 東芝

製電離槽型 サ
ーベ イ メ

ータ （SBI − 5210ユ型）で測定

すると， 線源よ リ エm の 距離で ，
off の 時 は 3．Omr ！h，

0n の 時 は 50mr ！h，　
eOCo

収 容器 の 患者側最大漏洩線；ま13

f

N 工工
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11総一84 子 ［頸 』 の 　Co 逮 隔照 ゴ寸法特 に 骨 盤 帆 線 tエ 分布 日 産婦 誌 ユ2卷 8 募
・

第 ］．図 　
δ〔ICo

泥 舮 五 j　l洩
de

　9

　 RI − IO3C 聾．（off）

第 2 図　
6℃ o 沿 挑室 漏洩線

　 垂 RI − ］．03c 型 （on ）

　
　

mr ！h であ り，　挨仁室 ピ 1は off　ktび on い ず し
「
）」局合

も，トナ
ーベ イ メ

ー
，気 一感応 一rず ， 最低 日 2旬 ．／mr ！h 以

一
ドであ つ た ．　主 身最大許容L 含 1 週 3〔〕Omr4）調

　とさ

M ．， 1 週 6 口 象勘とし て 50mr1 日，　1 口 8 時開
1セ る こ し

て 6．25mr！h で あ る の で ， 術者は 安全 にL 作江
il
来 る （第

工，2 図 ）．

　 第
』
3却　

fiDCo
線源 と繍 ，1皮

　
EOCo

　線1原衿

　しこ ｝ξこ公華尓　工OOcur三e 　2個と 50curic　IMI

を使 用 a て 。，S　b，1．OOcurie は 比 放射 1．L31乃 壷 41curic！g

で IOm 皿 φ× 2　TTIIIIの 円板 2 枚 t50curie 線源 に 臣ま 1枚 Lt

夫欧 裏瑜 の ヵ プセ ル 、L 封入 して い る e 本装罟 一一於 1りる線

虹度
蜘 を Reed 　 Curtis社製 シ ン チ レ

ー
シ u ン 型 線量

計 ProbltronヱくびJk，．t」”t 音ll線三 計 を用 い て ，振 郷 状ゴヒ

に於 げる主線軸．トで測定 す る と計 則直に比 して可な り低

値 が 得 ら礼 た （℃ 工表）．之 は公称 curie 数が 少い の か ，

戊は 線原 の 自然減衰 や 自己 吸収
t°］

及 び容 罟 こ とに カ プ

セ ル に よ る 吸 収 の た め、．・と考 え られ る．　 sec
・　 lal　1・173

MeV と 1。332　McV の 2 本 の γ 線 ．放出 し，こ れ か ら

計算す る と 1curi ・ の £1．力 は ， 自已 吸収，カ プセ ル 及び

2 次電 ∫漁過板等の 吸収 総 な り れ ば 1m で1。28r！h であ

る．

　第 4 節　
6
℃ o 線順の 配列状 1いこ 貯射野

11 ）

　本装置 の 各
s ・Co 線源 の 位 置 的 脚係 を知 る た め　線源

第 1　ニミ　　線 強 反

実 　 　｝則 　　値

距離
 

　 c御 認 繍 ［驫 薑計
計 算 値

35，5 ％ 853 ％26

≦1σ
3545

．o 蚤L ．一
．
男辷 驪

　 593 ．＿一一 一
　 43 、5

4σ ！θ．7　 　 　 17，σ 33．3
昭 手□33 母 用 環 在

codiO　250Curie線源 （
−h一クリ’ソチ研 究所製 ）

日本放躬柱同 位 元素協会 にて昭 和 32年9月27 日PLI定紜果

公 彩3 　’σOC しげ ’e 線 i原一一一一一一一・88rhm
　 〃　　 lOOcume 　厂ノ　 ー一一一甲一一一91 　

〃
　 〃　　 50curle　“　一一一一一一51　〃

表面間距灘 4。及び 1．eOcm，
　F，射蛟 り 3 × 3 で レ 線 フ イ ル

ム に 感光 させ る と，線源位 戸 の ズ レ ，こ よ る照駈 昂円部 の

不 均等之 見 られ，98D が大き くな ればな る程 こ の ズ レ

は人 。くな り、、治 Si ヒ不 ；
’
「合で あ る （＃ 3 ，引 くD．か N

る兄地 よ り線 源 に は 比放射育の tkif・小 容 ／r　l娠江
P

望 ま れ

る。

　第 5♪II 照剔野 と半影

　照射滋 の 中心 位 置 に1貝
刀
肌 唾 ．E ，．．十 字線 を投彡 させ て

1 ： t］t し，照射町 の 111［よ照刎絞 り と線源 の 位置で汐 ノiiして

第 3 図　線 源 仁 岨 冫 照 ガ

野 と の 臨｛∩、図

　 　 rOOc50t

一T

第 4 図 　線 拙 り ズ レ に よ る 照ん

　 野 の ズ レ

　　　．　　 ｝

噂 議
＿亙 『蚕 亜 廴L ＿＿ ＿

い る．」・i 》涙 」こ半影 が ， 貯 射統 り と線源 の 位
’
T こ よ り，

如何 な る”〆 睦 受 ける か ） 」 ［1冷的 に 検討す る た め，本影

（D ） tg 彡 （P ） の 作図 ｝ご
．
りD 及

’
cp
’
？ を求 め る と・

D − ・＋鷺
一S．L

，

・・一÷一・ ttt・
・
1る 甑 図）洗 ・

S8D を 40cmの
一
定値 に し ，

　 Source　Position を変えた

場合 の 半影の 大 き さ及 び 絞 り と脈射野 との 関係 を求 め る

と，Position　S の 半影 が 最も小 さい （第 6 図）．さ ら に

SOurcc　Positien を
一・

走 〔工
，
osition 　S） 、こ し ，　SSD

を変化 させ た場合の 1s3及 び絞 り と照射野 との 関係 を 求

め る と，騰 D 測 ・ さい 程 ≧ 賦 ・1・さ くな る 傑 咽 ）e

以 上 の 結果 か ら半影 （1｝）は 照射絞 り （b）にqS 係 せ ず ，

半影を小 さ くす る に は，線源 〔8 ）に 比 放射能 の 大 きい

，喀 積 の 物 を 選 び，線源緲 閻・巨離 願 り か ｝・の 二 次線

飛 程外叫 こ して ，田曳 るだ け近ずけ るべ き であ る．

　半影及 び線源位署の ズ レ に よ る 照身掻 ∫の ズ レ カ 人 き く

第 5 図　本 渉 と 半影 の 佯 図

線 療
S

本影 D − S ・ 嬰
S）

半芻 P讒多・−s

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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第 6 図 　SSD を
一一

定 」 し 　 第 7 図 　SOttrce　Pos 三tion

　 Source　Position を 裟 え　　　を
一一・

走 （S ）に し SSD

　 た 時 の 半 v （SSD40c 皿）　　　を変 え た 時 の ≧h 屮

  づil蠡拶．

　 　 　 照 射 罫く o．耐 一｛一レ　　　　　　　　　　　 照 射 羣斎〔c 耐 一

さ 5　mm の 点 に，プ P 一
ブ の 中心 を位匿 させ ，こ の 、1誕 ⊃線

量 を 1GO％ に した深部 　葦…は，　 S　S　I）40em ，深 さ 1GCI1］，
10 × 10cm2 で 47．O％，5 × 5cm2 で 42．τ％の ！i目 　示 し

た （第 2 麦）・之を Grebe 　u ．　Wicbe の レ 線深 。1≦⊥ 織 …

r／ N よ り ，
上［，朋 。．9鵜 mC 。 ，　FSD 　40，，，只謝 野1（）× 1。。 m

・

なれば，撫射野周 囲 か不 必 要に広 く照射 さ れ ， 容稜線 ヒL

の 増大とともに，卜 》 嶺者 の 副作用 が 多 くな る の み な ら

ず ，治 療 上甚 だ 不都合であ る．当教室では S ＄ D40cm で

照射 を 行 つ て お り，こ の 時 の 本影及 び♪r影の 田係を作図

に よ る ｝「算で求 め，嶽 原の ズ レ に よ る照射野 の 扇を レ 線

7 イ ル ム に 感光 さ七 て 実測す る と， 夬測値は計算値 に比

して 大 きな値を示 す （第 8 図）s之釜半影除去 に つ い て ，

貝、｛射絞 り及び照射符の Tr幵ヂ
’y）19 〕〜・5）

が あ る が，未 だ そ の

完 全 な もの を見な い ．

　第 8 区「　絞 り と k蔭ヨ  野 と の 閉乙iミ

　 こm

絞
8

り 7

　　

　　 儲 恥 ウ

　
3n 一

調稲
891 ％ ・し

の レ 線豫 諾
［

郭 29。O ％ と比 恢 し，

5
℃ o

γ 線 の 方 」 遥 に≧

商 率であ る．

第 2 去 　深 1≦ロ郭 SSD 　4Qcm 　S−Positioll　 S

漁
齬
’

23

678

∩
70

ノ

ー

ー

’（
∠

1σXlo ．！0x81
．
θx610x510 ×4

cm
コ 　r

ε所
‘

c卯
zcm2o

研
7

！z66照 175繃 厂1うo％ 朋 o％ 墹 o％
啣 〔劾 loσ〔％ ；

．loσ〔％ 脚 （矧 loo〔％  馳 一尸一
93、7 ？7096 ．996 ．796
90．2Ig 　 σ 89．789 ．18 ∂．7
84．27
θ．o

謬　 7775183．176682、475
．581

、674
、亨

72071 「 3170369 ．568 、4
66、365 ．764 ．763 ．762 ．6
61．16055945 δ、457 ．3
56、2 鱒 554D53 ！ 52．4
51．7510 イ．9．∂ 4a．？ 47．9
47 ．σ 46．8145 ．744 ．943 β

43．542 ．9142 ．o4 、1「o40 ．o
39，639238 ．337436 、4
36 与

つ厂 　 oJ
） ．　」35，034 ．333 ．σ

33 」 33，032 ．o31030 ．o
3073 α 229 ．328 、42 　 4
23．027 ．526826 ，口

　．齣．
25．o

25．∂ 25，0124523 ．622 ，7
23．8 フ3，σ 22．σ 21．42513
22．Olz ノ、」12041 ノ9．6 、1θ．4
203 　

F
∫？．5 　　1e．8　∫呂．σ　’7．，1

緬

霧
齷
幻

穏
蜂

ー
ー
・

・

g

5
　

　

　

9887665544

70

臼
52

∂

64

ム
Oμ
a
猷

3332222

’

1
厂

　　 ag　2 章　水
．
フ ァ ン トーム 中 の 深部線量

　第 1節 深 音阻 率

　1） 実験方伝　
6°Co

γ 線測定 に ま　化学的測定法
1fi）−

2
叺　生 物学的測定法

S〕？ 1）
及 ご物埋 学 的測定 法 等 助 嬲 〜27

）

が 用い ら れ て お り，夫 次
一

長
｝

短 が あ る．著者 〔よ Reed
Curtis 社製 シ ン チ レ ーシ 三1 ン 型線

」

計 Probitron を

使用 して，各種照射野 の 酋呈を，SSD を 変化 させ て 主

纏 舫 向に 於 て測 定 した が ， SUJJk
±’
前 に は 必ず10mgの 標

準 ラ ジ ウ ム で線虹計 を矯 正 し）：．フ ァ ン トーム は 木板及

び Lucite 板で 作 っ た 30× 30x30Cm ：5
の 水楢 を使 JI］し，

耳：で プ ロ ープ を 前後左 右 に 移動出来 る装 直 を 取 りつ け

た ．

2） 実験成績 潔 櫞 搾 は 放射線 の エ ネ ル ギ
ーめ 強

さ ， 線源表 面 膚距離及び焦射野 の 大 き さ に 左 右 され る．
6°Co γ 線 は 平均 1，25MeV の エ ネ ル ギ ー一｛二持 ち，水 フ

ァ ン トーム 中で測定す る と ， 3MeV の 超 南圧発生 装置

に相当 し
23 ｝28 ）：9），最大線量 は 皮下 4 乃 至 6　rm1の 深 さ に

あ る と云 わ れ て い る
／鴫 燭 30 ＞．前記水 フ ァ ン トーム の 深

一召手034　14F ／20Eヨ王見〒王

　3）　照射野の 大 ．．さ及 び SSD の 変化 、こ よ る深音1量率

の 杉 漆 照射野中，L部線 7，の 具鯛寸野の 大 き ．二 に よ る裂動

は ，照射野 の 大 き ご に 比 して 増大 す 乙 が ，　レ 線 に比 し

て そ の 増減 は 少 く，8SD40 。m ，照射野 10 × 10cm2
，

深 さ玲 cn1に於 け る紜量 と 1〔〕0％ に す る と ， 瑜射陣 7 × 7

cm2 で93。5％ ， 4 × 4cm2 で 81。4 ％を爪 す （戸 9図）。

照射野 10 × 工Ocm2 と 5 × 5c エn
’t

の 深部±、上羊 を SSD30 ，

乃 至 60cmに 於て 求 め る と，SSD 乙 増す 昶，深部 7：率 は 良

好 となる （第 工o図）。SSD40cm ，深 さ100mに 於け
．
る 両照

第 g 区 　　　　第10靆［　SSD と 深 さ り 変

　　　　　　　 　 化 に よ る i　　⊥ tt
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一Eleotronio 　Library 　



Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

1162 − 86 子 宮 頭 丿嵒の
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射野間の 深部
厂

率の 差は 4。7％であ り，
レ 線 （H ．W ．S 。

1．OmmCu ） の 両 照射野闘 の 差 10％ に 比 佼し，約半分

の 値 を 刀｛ した ．6°Co 漏 で限 率 の 照射野 に よ と変 功が レ

線の そ れ に比 して 少い の は ，

E°Co γ 線 が レ 線 1・．比校 し

て エ ネル ギ
ー

が 肉い tL め，側 方 及 び 後 方 散 乱 線 力 泳 身す

る か らであ る ．レ 線 （H ．W ．S．1mlnCu ）の 背後散乱線

．は照射野 25乃 至 400cm ’・
で 24乃 至 4g％ で あ る

：！ ）

の 1、一対
し，嘔

℃ o γ 線で は 2 乃 堅 5 ％
23 岡

と云 わ れ て い る ．

　第 2節 　表 面 空 同 停量に対 す る水中線量

　 収 上 の 深部厚率 は水中   ．5mmの 点 を 100％ に し た 値で

あ り ， 表 r 冫
同線）上に 対す る線 　率 は ，SSD40em ，照

射野 10× 10cm2 ，水 ］．［
．
・深 さ 10Cm で 49．3 ％ を示 し，前者

の 2。3％届加 とな る が，両者を殆ん ど同
一一
視 して ．、，野

衆上 は 乙 爻 え な い と思 わ れ る、本装尸に 於 ；y　Z．照射野10

x10cm2 で，　 S　SD ノ 変化 させ た 場合 の 工Ocm水 中絶体線

量 とそ の 部位 に於け る深部エニ率を検討すると， SSD が

噌諺すれ ば，縞 fl‘ヱ 率 毛増 加 す る の は 当然 であ るが，−L一

の 増調 率が軽 度な の に反 し，純牡 豪
fi！

「Sl急没に減少 し，

麺 に 半汐双 び 紳 ユ 亙の ズ レ に よ る照 射 野 の ズ レ t 大 ご く野

る の で ， 本 装 二 に於 て は SSD80 乃至5DCIrd − 　　f う

．〆メ好 ．−E しい ど 嵐わ れ る （第 11図）．

驚 　 11　 図

1： ＼畿 驚

ll：1：＼／

1：ガ 黛乖＼

i：i［鷺
薩

30 一

　 　 40 　　 　 0　 　 60　 　 70
　 　 　 　 ssP 〔Gm 〕一

第 3節 　水 中 横の 線 江 分布

　SSD40 及 び 80c皿で ， 二水中深 さ 5
，

王O及 び150【11｝
｝
於 け

る線錐横断面 上 の 中心軸線堂 を 求める と，SSD 郵 o］111．

於 て は ， 中央 部線 蔽まぽ ぼ 均等であ り，辺 縁部，．9半影及

ご 線源 の ズ レ に よ る照 射 野 の ズ レ ！ あ る が，線d の ／
）　S

急汲な 減少が 見 られ る．併 し SSD を80cmの 長L 誼 に す

る と，線源位置 の ズ レ に よ る照射野の ズ レ も著 し くな る

た め ，照 射 中心 部 線量 は 不 均 等 とな り，辺 縁部 は 絃ξ漫 ｝こ

成少す る （第12図）．か 》 る点 か ら も ， 唯単に SSD を 長

　許 12 図 　水 中 線 竃≒鶏 茸の 分 布 〉ノくジ
Et

　　　 漂 朽 G朋 　　％
’一．−5

∩04ρσ 痴 725
　 　 　 　 　 ＼　　
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　 　 　 　 〆一・1 …一・．一．・
丶
．・．．、

　 　 　 　 〆　　　　　 ↓記 　　
．
、　 丶

ノ篇 ＼
　 　 　 　 　 　 　 i　　　　　　　　 ζ
　 〃　　　　　　　　　　　　　　　　 蕉 ・
　

　
t／　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　 Ht

’へ　 ＿　＿　　　t．　 　 　　 　
lo

〔田
8
　 6　 4 　 2　恙、　　　　 d　 8　・o

硼

くす る 事は考 直すべ きで あ り謡 台嗾 馳 だ ち充 分 に 険討

す べ き事 を揃 感す る．

　第 4 節 筆 線 L 曲 線

　前記水 フ ァ ン トーム 中 で照 象野 中心 部 ぽ 1c ］酔司隔で，

辺縁部 は 0，5C皿晴阮で線星 、測疋 し，ぐ
四

L 二結 ん で 寺

±曲線を求 め た． こ の等江 曲［泉は 20〔〕K 、p 激の レ 線の

そ れ と比 較 し，線鎖 噌 L 部 が 平±，nで・一．
様に な る

13 〕 ！4） 23 ）つ

／11 〕
（笂 13図 ）。

6
℃ o γ 線 は 背後及 ご 測方 1或乱担うミ少レ丶の

で，照射緑錐 辺 縁部 の 線ユ は ， 原岨 1均 に 著 し く減少 す

る は ずであ るが ，
レ 線に 比 して 逝起陸 ジ大であ るた 1），

照射絞 り，半影除去及 て茘泉源の 大
．
こ ぎを考応 し 江 くて

に：，照射野タトに 遠 相 Li の 漏、戈、）ミ三 ”
『

：な る．

　 tr　5節　濕
「
1二率つ TI棆 r ろ ．、．

　Mayneord ： ：）s・d） は SSID の ズ 化 に よ るレ
ー骨量率 の 麦

仆 凋
く

討 し， 小 照射野 に
『
　 ：冫 轄β

「
ftlEI　f 逆 自乗の

tt’ti則 に ょ り直接求 め た F 急 ctor よ ⊃推定 し，大照 射

野．
於 け る濂 卩卜＿挙は Ffacbr ：π よ う 推 tf直よ り蔑

分小 さく，1十F12　factor に ょ る∫
「
−E“ よ 笋ゴ〈きい と述

べ て い る．

　　・ ・・ … r《寺帯 ．
靄 ア

　　　f、＝ 参照す る 9SDCP ア
幇

一
車」藷

A．O，の SSD ）

　 　 　 f2＝ ）｝ヒめ る
’f三Eアニ

．
乏）ξl　SI）

　　　 d ＝ 深 さ

　　　 m ＝ 皮下 最大 1秉1 丿　 ）・．謀 ≦

　求 め る源 部 7雫 ＝ F ＞！ ト ノ 疫　　．亅ゐ 港
1 亠率 （h ）

”Ox4em

f13図　 《．

勿 乂6n

．．曲

　　
…一

申，し鋤魔髏eSa ％

　謹 畍 島勉齢 鰍
’

　　　　　　　−t一
聿一

1
勲
十

す

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

昭 和 35年 7 丿ヨ ユ 日 竹 　畠 1163− 87

〜

John 等
24 ）25 ）は100〔〕Clユrie 装置で，既知の SSD80cm の

深部星率 よ り， SSD50 乃 至 工00cm，照射野 0乃 至 400

cm2 迄の Ffactor ナ．求 め，実測値 と比較検討 し，照

射野 100cm2 迄 ：よ 1 ％ 以一k．の 課 差 を虫 ず る事 な く使用出

来 ると述べ てい る．

　 ゴ者 は SSD50eel の
層．

》

則恒 と基 rこ して ，
　 SSD80 ，

dO，50 ， 55 辷ピ 60em の Ffactor を 言｛算 で 求 め （弟 14

区♪，
5 × 5鯲

・’
と10 ×／ocmz の 照射野 こ於け る 潔部 」

率 の 計鼻値 と、 、則値 を比較 した．そ の 結果 ， 両者 は殆ん

ど
…

致 し，肆梦
耳
韮 と した SSD に 近 い 程，誤差も少い

（第 3 表），

第ユ4L．　F −fact  r （SSD 　50c皿 に 対 し て ）

｝

静

o．908

0腑

j，cmOcm0cm

o，7 0cm
　 勿

　 　 深さ‘c紛 周一一
今

第 3 表　実 濁 信 と 謂 算値 と の 比 較

瞬
撫

． 醗
羽

肥

鱸
藤
融灘

　　　　　　第 3 章 　骨盤内線量 分布

　
6 ℃ o γ 線 は レ線 に 比較 して 深部率が良好であ り，し

か も骨に よ る貘フ 破 が Ptめ て 少い の で
2 ¢ Ss ］ST ），病巣 に 向

つ て直接照射 す る冨 が 可能であ る．併 しそ れだけ匪常組

馘 を障害す る危 険 も多 い 。頚癌放射線 河 法 に 際 し， 4 骨

盤 内を全部均等に 照射す る に は 大照射野を用 い た 遠隔照

射 の み でる，そ の ］的 は辻 ぜ られ る が ， 隣二女す る膀胱 ，

直腸等 の 健常駄器 は ガ浸潤の な い 阪 り出来 る だ け扱曝 を

避 け，且 っ 大 腿骨毳 部 を 過磁 照射 レな い 様 な，必要最 ト

の照 射野 を 設 グ，肩 翼部 に充 分 な 癌腫塁 を与 え 得 る 照射

法 を 選択す る 必 久 が も る
DD ）。こ の 日的で種k の 照射法 に

於け る骨盤 内 線 圭 夢 布 を測定 した．

　第 王節　実験方 法

’

　線 卩阻 圭測だ に 関 して は 種 k の 研 ノ、1  酎捌
が 児 られ る

が ，

一
般的方法 に は i）線錐中心軸の 深部 上L 牽表 よ り計

算す る方 法　i重）各門の 等量 曲 線 よ り，各交点の 線＿を

合計す る方 法　ili）被照射都位内に 多数 の 点 乞 設♂ナ，等

線
E
曲 線夊は線量計を用い て，各門か らの 線

．
を測 定 且

つ 合。トし，等i 点亡船んで等量由線 を画 く方法 （Point

Plot　Calculation）≦．t が あ る．方 法　三） は揖
幽
表 面 か ら腫

瘍迄の 深さに払 ける各 々 の 深部皇 蓉を合計 して ， 深部線

∫〔を沃 零す る方法であ る．之では線鉦中’こ軸 の合す る点

だ けの 線 1 しか 洪定出来 ず ，最六線 夛が 何処 ，一孤 わ る の

か 又 如何 な る部位迄照射 さ れ る の か が 解 らぬ ，方法 iii＞
ag）so）

は前者に比 詮 ノ て複雜であ る が，測定 げβ位 の 数 を多

くす る 事に よ り，正 鬼 に 線量分布状 態 を把握 出来 る．も

し測 定 個所 を少 くす る場 合 に は ， 首 主 要臓器 の 斛剖学的

位置 を 下腹部断面図 に 記入 し，測定位置を適当 に選択す

べ きで あ る，著者 は Point　 Plot　 Calculationに よ り，

舮 径18cm，」kza28cm の 入体 下腹 部 断 面 図 上 に 1c 田間 隔 の
・

点を設け，之等の 各点 が 各照射野 か ら受け る線 の 総和

を合計記入 し， 簿量点を結ん で．骨盤内線量分布を求 め

た．Tod ＆ Meredith に よ る A 及び B 点
51 ）− SS ）

は 中心 よ

り 2 及び 5cm の 点 とした。

　第 2節 　垂直照射 （照射 R標 をB 点）

　1）　10 × 6emZ の 前 面野 2 門及 び 後面 野 2 門 ， 計 4

門照射法　各門 を 1巡す る と，B 点に 1門照射垂 の ユ00

％，A 、点に 80％ ， 子宮腟部 ， 謗胱及 び 直励 に約 60％が 照

熨され る （第 工5図）．B 点に 3500r を照射す る に は 1 口照

射量 ≦50r で ，
4 門 8 巡照射が必要であ る．照射皮膚 の

被曝宜 を少 く し深部ユ を増す
’
に は ， 更に 照射門を 設 け ξ、

ぺ き で あ る．

　2）　ユ0× 4cm2 の 前 臓 野 2門， 後面野 2門及 び 10＞く

工Ocユが の 側面野 2 門 ，
　 H　6門照射法　1）の 4 門照射払

に 10 × 10cm2 の 側 面 野 2 門 を 遐加 す る と （第工6図 ），

最大線一［L は 中心 よ り 5乃 至 6 。m 側 方，即 ち揖盤慰 」加 わ

り，B 点に 1門照射重 の ユ7e％，　 A 点 に ユ28％，中心部

に 6τ％ が照射 され る （第 工7図）。1回 照射．丑 450r で 6 門

5 巡す る と， B 点 に 3825r，　A 点 に2900r，中心 酊1に 工527

r が 照射され る．

　 3） ユ0× 6cm2 の 前面野 岔門，後 面 野 2 門及 び 10×

10cm2 の側面野 2 門 ， 計 6 門照射法　最火線量 は 正 申

線よ り 4乃 至 7　cm側方 の 部位 に あ り，
　 B 貳 に 1門照射A

の 174％が照射 され，2）照射法 とほぼ同呈が加 わ る．A

点及 び中心部は各々 152及 び 132％が 照射 さ れ， 中心部

に は2）照射法の 約 2 倍量 2960r が照射 され る （第 18図）th
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第20図

　　　　，皹 ・．．．．一芸凝 1．．

1礁難毒
　　　　％際言1 瓢 つ

『尸

前 面 野 及 び 後面野 益 さ うに 大 き く
’
，10× τcm

？・
　，こ す る

と ， A 点，　 B 点及び 腟 部 は ほ ぼ 均等 に 照射され ， 各照射

野 を全部 10 ×10cm2 に つ
一
る と，最大線 1 は 隆部 ， 膀胱及

び直腸 に 加 わ り ，
B 点線 員の 120％が 照射これ る．

　第 3 節 　集 1
．
卜唄q 射

　1）　10× 6cnユ
2

の 前［」野 2rj （10D 傾爭・F）及 乙Ef三乏正j1

ガ 2 門 （10°

）， 訂 4門照射法　中心脊i；に 戻 大線三諺 Jr［わ

り，そ の 値 は B 点線 にの 170％，A 点線上は 154％ ごあ

る．A 及び B 点は ほ ぼ 均等 に 貝糊†さ くし，ユ 門照 射量 の

100刀 歪 110％ か加わ る （第 19図）。

　2） 10× 6c ・n2 の 冂緬 呼 2 門 （5°

傾 勘 ， 緬 里f2

門 （50 ）女 び 10 × 10cm2 の 側 画 野 2 門， 訂 6門黒射

法 最大線
一．

は中心部 、こ位 置す る が、骨盤内〔’よほ ぼ均 等

に照射 さ れ， B 点 に 1 尸」照射．L の 1・9 ％，ム点 に 159

％ ， 巾心 部 に 180％ が照 射 され る （第 2e図）・工回 照 射是

45Dr で 6i75 巡照 9．t　−g る と，　 B 点 に 3900r，・A 点・C3650

fs 甲 心 乖1）に 4050r か 照   茎れ る。

　 3）　10 × 6crn2 の l　il面 野 2同 （1QO　’他↓
た

斗），後自野 2

F冒　（工oo）　及 乙母 1G× ヱOcmZ　乏） 但叮「看野 2i　亅，　話 6ilJ厂頁遁

法 　最大線丞 は 中心部 に位照 し ， IF 」照射並の 210％が

貼射 さ れ る．中心 部 よ り迂 こ か マ
・
に 従つ て 漸次線量は 減

少し ，
A 点 に 11駲 、身」呈 の 181％，　 B 点 に 1”c　e％ が 加 わ

る （第 21図）．工口照射量 450r で 61TI　 51巡照射す る と，

ヰ匸心部 に 辞 25r，A 点に 4040r ，　 B 点、−3825rが 照射 され

る。

　の　10 × 6cmz の 臼 面野 2円 （20
°

以斜）， 後面野 2

門 （20
°

） X び 10x10cm2 つ 側湎崢 2 ［「， ≡十6 門照射

法 　B 息 の 線
．
止ぽ 5 °

及 ビ 10° 、県斜 の 場合 とほ ば 同L7 で

1門照射呈の 1T6％が 照射 ？”：・’・しる．・b心部線鵬 預 斜角

を増す に 従 つ て ヱ∫加 し，釘 コ乖直照射の i．b合の 1．7督が

照射 ∈ れ る （a22 鬥）．1 回川、身士二 450r で 6 門 5巡照射

す る と，「レ心部 に 5・100r，　A 点、｝210r，　 B 点に 3960rが

照射され る．

　5） 1D × GcmZ の 前 ttLi；2 門 （30°

μL余D，後面封 2

r！（30D）Jlび 10× 10ei−・121IP 側 面 野 2門， 訂 6 門照射

法。敵大綿量 卜 受ける 中 心 部 の 範躅が o 縣 射法 よ り広

訓
A．

第 2u 刈
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第25図 第 26図

憾 犠
　　　　　慧

　 榊
．．幽幽・一一・

ノox4

く，中心部及びA 点線量は ほ ぼ 同量 で 1 門照射量 の 240

％ が照射 され る． 1側 の B 点は 6門全部 よ り照射され る

の で ， 前 者 の い ずれ の 照射法 よ り多 くの 線鼠 が 加 わ る

（第23図）．1回 照射量 450r で 6門 5 巡照射すると， 中

心部及 び A 点に 5400r，　B 点に 4275r が照射さ れ る．

　 6）　10 × 6cm2 の 前面野 2 門 （30
°

傾斜 ・A 点 目標），

後面野 2 門 （30
°・A 点目標）及 び 10× 10cn！．

2
の 側面野 2

門 ， 計 6 門照酎法，5）の 線量分布状態を左右 に 広げた

様 な 等量曲線 を 示 し ， B 点線量 は 工門照射量 の 190％

で，5）照射法 と同量であ る が 中心 部線量 は 220％ で ， や

s　irk少す る （第24図）．

　T） 10 × 6cm2 の 前面 野 2 門 （垂 直），後 薗 野 2 門 （垂

直），
10 × 6cm2 の 前斜 方 野 2 門 （45

°
傾斜 ・B 点 目 標），

後斜方野 2 門 （45
° ・B 点目標）， 計 9 門照射法．最大線

量 は骨盤壁周辺 に あり， B 点 に 1門照射量 の 2DO％が照

射 され る。正 中線 部 分 は 前記 集 中 照 射 の 場合 と反対 に ，

最小 線量 が 加 わ り， 1 門照射量 の 工35 ％ が 照附 さ れ る

（第25図）．1 回照射量 450r で 8門 5巡照射すると， 正

中線 上 に 3038r，　A 及び B 点 に4500r が照射され る．

　8） エ0 × 4cm2 の 前面 野 2 門 （垂 1苴），臀野 2 門 （頭

方 へ 40°
傾斜）及び仙骨野 2門（足方へ 10 °

傾斜），計 6門

照射法。B 点を含む縦断 面．ヒに 等量曲線を 求め る と ， 最

大線量は B 点 よ りや 丶 背方 に 位置 し， B 点 に 130％ が 照

射 され る （第26図）．1 回 照射遣 450r で 6 門 6 巡照射す

る と， B点に3600r，　A 点に 2100r， 膣部，膀胱及び直腸

ll，U エOOr が 照射され る．以 」：．の 照射法 中 ， こ の 照射法の

正中線量 は ， B 点線量 に 比 して 最 も少 い ．さ ら に各照射

野を10× 6cm2 に し．1 阿 照射量 450r で 6門 6巡照射

“
する と，B 点 に 3900r，A 点 に3360r，正 中線 に照 射野 10
× 4Cm2 の 場 合 の 約 2倍 量 ，2400r が 照射 さ れ る．

　第 4即 　小 　括

　 6
℃ o 遠 隔照射 で 充分な深部量 を 与え る事が 可能に な

っ た が ， 照射法を誤ま る と膀胱や 直腸 等を障害す る危険

も増大 した の で ， 腔 内近接照射 を併用 す る場合 に は，最

も理 想的 な線量分 布 が得られ る様 な遠隔照射術式を選ぶ

べ きであ る．頚涵治療に際 し， 教室でぽ ， 原発巣 は先ず

6°Co 小 線源 で 腔内近接照射 し ， 所属 リン パ 飾及 び旁組

織に は
fi

℃ o 遠隔照射を行 う方針 を取 つ て い るの で，遠

隔照射では正 中線部分 を出来 るだけ照射しない 様な術式

が 望 ま れ る
53 ｝541 ．腔 内 近接照射は Manchester 法 の 変

法 に従 い ，原則 として 子宮腔内 に ，20mc 十20mc 十 1．O

mc ，腟内に ， （20mc ＋ 10mc ） x2
， 叉 は 腔 内 20mc ＋

1Gmc
， 腔内20mc × 2 に な る様 に 線源 を配置 し， 7 乃至

14日間隔で 2乃 至 3回 に 分 ち ， 照射を行つ て い る （教室

足達 が 近 く発表 の 予定）．前 記遠隔照射術式中，B 点 に

充分な線量が照射 され ， しか も正中線部分が最も被曝さ

れ な い 術式は ， 10× 4cm2 の 照射野で，前面 野臀野び仙

骨 野 を用 い た 6 門照射法 で あ る 事 が解 つ た．之 に 腔内近

接照射
fi°Co 　4000mch を併用 した場合 の 線量は，　 A 点

に ？Ooor，　B 点に5000r が 1娯射 9 れ る （第27図）．従来 レ

線 治療 に使用 さ れ て い た s10
× 10cm2 の 大 照射 墾予を用 い

て ， 前薦野， 後 面 野及 び側面野 ， 計 6門で E℃ o 遠隔注

射を行 い ，B 点に 35eOr を照射す る と，正 中線に 4200r

が 加わ る．さ ら に腔 内近擾照射 を 併用 す れ ば ， 膀 胱 ， 直

腸等の 粘膜は勿論の 事， 大腿骨頚部胥折 の危険 も充分に

考え られ る。

第 27図　 腟 内近 接 照射 併用 時 の 骨 盤 内 線 量 分 布

卯

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
聾

岬

壕
」
駟

ー

〜
h1

　
　
　
　
1

旦

麁

765

凋
　
　
　
　

ー

ー
十

ー「
ー．
丁

ー嘔
↓
1

量

翻

醐
蘇

縦N謔
鋸

A［ロ…

必
λ
鷙

　　　 第 4 章 　骨盤 リ ン パ 節の 被 曝量

第 1 節　下腹部 フ ァ ン 1・一ム 及び測定法

6Q °

に傾斜 した 靭帯暢盤及 び 大腿鬢 を パ ラ フ ィ ン に 包

N 工工
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9166− 90 子 宮 頸癌 の
6°Co 遠 隔照 射 法 尉 を．．冨 盤 内 線量 分布 日 彦E女帚誌 工2卷 8tl一

坦 し，断面28 × 18cmの 類楕 円形人体下腹部候型 を 作成し，
’
肖 盤腔 の パ ヲ フ ィ ン を除 去 して 水 を満 し， 下 貯 需ソ ァ ン

トーム と した．今村
［’D

は販式広汎性子宮全剔術 を 受 け

たん者 の 所 「llリン ノ 戸剔 1［k「部及び基靭帯断重耐 こ ，　Dura

Clip を 装 置 し， ヱ 体無 影法 に よ る レ 線像 か ら，仙腸 関

節下順 よ は恥骨上 歉を原点 とす る之善 ⊃位 Lt 求
’
）た，

著 デ よこ の 測定結気 こ 従 い ， 所属 リン パ 節，　基籾帯断

｛t ，A 及 び B 点 の 位
剛監

乏亡 7 ア ン トーム 内1．印 し，測定

都にと し ／c ．測定法 ほ 第 4表 の 照射野 （以 ドこ の pre件

tC て照射す） 建 田い 10 × 4 ，工O× 6p10 × 8 及び10 × 10

cm2 で，　 S　S　D 　4ec苴 1，　 Source　Position　S で照射 し，

前配線 亭雪で プ ロ
ー

ブ 固定製置を用 い て ，各点 の 線．L を

丈 測 した。

第 4 表　 照 恥野中心 の 位置

酋 面野

攻 魯 變

側 爵 野

郵畳緯登瞬 幽 色 迦 遡 ．獲 墜．の 点・
燕 尾蟄壷彑 ．塑 ．塾 逸 毯 飼11方5 。〃し の魚

前 腸 骨棘 よ， ts　6 伽 の 点

イ哩 乙圃 飾 紅鞭毎 」興 璽 に 側 お 釶処埴・
仙 尾 嶬海 よう足 言 も伽 更 ・・イ饅11方8 脚  点

動脈 分 岐 「、湘 2％ ， タト賜節85％及 び 深鼠叢節 τ5％であ る．

　5．側面 野 照射　10 × 工Ocm2 の 照射 野 に 於 ける照射

側 と反対側 の 各 リ ンパ 節被曝
よ

ま，他貝氣射祁位 の そ れ に

比 して ， B 点線三 に 近い 直を 示 レ，灰対側 は 殆ん ど左異

を 認 め な い ．

　 B ．二｝門ffval
’

　1。 前面野 2 門，仙 百 野 2 門及び臀野 2門，計 6 尸」照

射法 各 リン パ 節 が 6 門 よ り受ける 線ユ をA 訐 し ， B 点

線呈 と比較す る と， IG × 4　crnE の ［・照射野を用い て も，

各 リ ン パ 節 は充分 IL照射 さ れ，　 B 点線量 に 近い 値 を示 す

（第 5表）。
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　第 5 表　響 リ ン パ 節被 曝 量
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　第 2 節　実験成紵

　 A 。1門照射

　照射野の 大 き さ に 比例 して ，各 リン パ 節へ の 絶対量 は

増加す る が，B 点線封1に 対 す る割合 は 照射野 の 大 き さに

閥係 しな い ．

　1． 前面野照射　深鼠蹊節 に 最も 多 くの 線崖 が 那 わ

り，1G× 4cm2 の 庶 射野 で B 点線量の 16a％ ， 次い で外

腸 即 《一 116％が 照射され る．下腹節及び閉鎖且 1は B 点線

扉 二近 く，閉頭孔中心 （82％），基靭帯断端 （T6％ ）及 び

調 ・rl分岐点 ．（72％ ） i は ，い ず れ も B 点線 量 よ り少い 。

　2、 仙骨野照射 探 鼠 庚茸 とタト腸節ぱ B 点線 昆 よ り少

く，10 × 4cm2 の 貝紙射野 で 夫fts　 B 点線皐 の ？4　％．94

％ が 照 射 され る、他 は B 点 よ りラ くの 紛 1 を Ox け ，
　 B 点

縡＿比は 1幻鋲孔 中’』 ユ56％ g 芽丁丈帯 断 rf 爲 4％，下 駿節

120％，閉 k 箪 110％及 ひ 鋤脈分岐点 110％ て あ る 、

　3． 臀野照射　基 側 帯断 r及 乙閉鎖 孔 中，己三 B 点線』

よ り多 く， ユ．0× acm2 の距 射野 で 1工2 ％ 及 び ／13 ％ が

照射 さ れ る．億 ま B 点線呈 よ り少 く，閉鎖節92％．下腹

鉢 82％，夕卜M，s．，．78％で，動川 分 岐点 は 38％ と 6 レ く減少
’
る，

　4． 後 面 二予π 討　仙骨 」照射 とぽ ま同康で ， 闌鎖孔 中

心 及 び 基 靭 帯 断端 に，10 × 4crn2 の 賑 射 野 で，　 B 点線

k の 149％及び 125％ が照射さ れ る。下腹郵及 び 閉鎖節

は B 点線呈 と ほ ぼ 剛値を 示 す。勉 は B 点線星 よ り少く，

　2． 剛 面 野 2 門 ， 後 面 野 2 門及び側 面野 2 門 ， 計 6 門

照射法　1の照射法 と同嬉ミ1こ ， 各 リ ン パ 鋤被曝量は B 点

線量 とほ ぼ
一
致す る の で，B 点線且 を 膏盤 リン パ 節 被 曝

量 と見 敞 して よ い と思われ る （第 5 表）。

　　　　第 5 章　A 点 ，
B 点及 び 腟部線量

　第 1 節　1 門照射

　前記 フ ア ン トーム 中に於 け る，E1．1・線 ，
　 A 点及び B 点

線量を， 各照射野毎に求 め る と，腟部緯蚤 は照射野 の増

大 す る に従つ て著 し く増≒ し，10x4cmZ の 照射野で B

．汽線量の 工0乃 至 12％ ，
IO × 10cm2 で 75乃至 100％が照射

之 れ る．

　第 2 節　多門照射

　1）　前面 野 2 門 ， 臀野 2 円及び仙骨野 2 門，計 6 門照

射　 B 点線星を 100％ とした場合 の 腟部及び A 点線量 を

求 め る と，腟部線
．
L は 照射野 の 大 き さ に よ り著 し く変動

『

し ． 照射野 10 × 10cmZ で B 点の IT  ％，10x4cm2 で

21。3％が 照鴕 さ れ る．A 点線量 ま照射野 の 大 き さ に よ る

変動 が 少 く ， 照 射野 10 × IOcrrlR　’e，　 B 点線量の 125％，

10 × 4cm2 で90％が 照射 さ れ る （第 28図）．

　2）　前面野 2 冂，後面野 2門及 び側面 野 2 門，計 6 門

照射　腟 部線liの 照射野 の 大 き
一
纏こ よ る変動は 1）の 照射

法 に 比 し て 少 く，照射野 10 × 10cm2 で B 点線量 の 149

％，10 × 4e 皿
2
で 56．2 ％ が貝目射 され る．　 A 点親 、は 前

者 とほぼ同量 で，只q 射野 10 × 10cm2 で B 点線量 の 121
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10× 4cm2 で％ ％ が照射

』
され る （第29図）．　 A ，　 B

点及 び 腟部 を 均等 に 照 射す る に は，前 面野及 び 後 面 野の

照射野を1G × Tcm ”

にす れ ば よい 。

　3）　前面 野 2ド
1．1及 び後面 野 2門，計 4 門照射．前記ヱ）

照 射法 と同 様 な 線量 分 布 を示 し，腟 部 は 照 射 野 ユ0× 10

cmZ で B 点線量 の 工79％ ，
工ox4cm2 で 22 ％ が 照射 さ

れ る （銷 30図）．

　第 3 節 　人 体
二r宮腟 部線塑：

　人体子 宮 腟部線昆 を 30例の 頚癌患者 につ い て ， 前記線

量 計 プ 卩
一ブ を挿入 して 実測 した．照射野及びそ の 中心

位 置を第 4 表 の 如 く定 め，10 × 憂，10 × 6 ，10× 8及 び

1D × 10cm2 の 4 種類照射野 で ，　0°
，

5 °

及 び 工0内方 傾

斜 を用 い ，計 36種の 照射状態 に っ い て，SSD40cm ，

Source 　 PositiOn　 S で経 皮 照射 し た ．各門 と も照射
L

野

の 大 き さ及 び照射角 を増 す 程 ， 腟部線量は 増釦 し ， 照 射

野 10× 4cm 翠

で垂直照射 して も，表 面 空 中量 の 5 乃 至 io

％，平均 6 ％ が照射さ れ る．前面野及 び 後面野 で集中照

射 した場合 ， そ の 増加率は小 照射野程大 き く，大照射野

程少い ．大照射野 ］．0× 10Cin2に於け る腟音t；纏 琶は ， 前 面

6S
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　　 第31図　人 体 子 宮腟 部 線 量

　　　（SSD ＝40　S−PositiOn　S）
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野，後面 野，仙骨野 ， 臀野及び側面野 の 順：に 減少する

（第 3工図）．

　第 4 節 小 括

　以 上 三 つ の 照射法 に 於 け る滕部線暈 は ， 照射野 の 大器

さ に よ り著 し く変勤 し， 10 × 4 及びユOx6cm2 の 照射野

を用 い ると，腟 部は B 点線量 よ り少 く，1Q× 8及 び IO×

10cm2 の 照射 野 を用 い る と，　 B 点線量 よ り多 くな る．

　　　　　　 第 6 章 　総括及 び結論

　子宮頚癌 の放射線療法の 眼 目は ， 隣接す る膀胱 ， 直腸

等 の 健常臓罌 を被護 しっ 玉 原発巣，．子 舘旁組織及 び 転移

を 予想 され る所属 リ ンパ 節等 に対 して ， 癌細胞 を 死滅 さ

ぜ る に 充分 な線量を与 え る事 で あ る．e℃ 07 線は 深部

量率 が 良好で ， しか も骨に よる 吸収 が 少な く， 充 分な 深

部量を与え る 事が IIJ能であるが，そ れ だ シプ膀胱 ， 直揚等

の 健常器管 を障 害 す る危険も多い ．著者 は骨盤 「ソ線 箆を

充 分 に把握す る た め ， 本 装 置 の 性 能 を検討 し，靭帯骨盤

包埋 パ ラ フ イ ン フ ァ ン ］一ム 及 び水   ン ト
ー

縫 使用

して，深部量率 ， 等量曲線，腟 部 ，
A 点及び B 点線量 ，

骨 盤 内 ワ ン パ 節被曝蚤等 を 測定 した．装置は 東芝製 RI
『

ユ030 型 で 公称 250curie を 収容 して い る．本簑讒

の線強度を束芝製深部線量 計 及 び Reed　Curtis祉製 シ

ン チ レ
ーシ u ン 型 線蚤計 Probitron で 治療状 1滋に於 て

測定す る と ， 計算値 に 比 して低値を示 した、次 に 本装置

で の 線源配列状態 と照射野 との 関 係 を レ 線 フ ィ ル ム に 感

光 させ て倹副す る と，線源 の ズ レ に よ る照射野の ズ レ が

見 られ た．夊照射絞 りと本影及 び半影 との関係を 讃
’
算で

求 め，線源 の ズ レ に よ る 照射野 の 幅 を レ紡垂7 イ ル ム に 感

光 させ て 実測 し応 水 フ ァ ン トーム 中で深 さ 5mm の 点を

100％に し ， 5 × 5乃 至 10　× IOcm2 の 各照射野 に つ い

て ，深部量率を 測定 し，SSD40cm ，深 さユOCIIIで は総 て

42．T％ 以 上 で あ つ た．又 之 等各 照 射野 で の 鯨線鐶曲線 を

求め た．本装置に於け る工Ocm71〈中絶体鍛 と ， そ の 深部率

及び半影 の 検討 に よ り， 本装置 に よ る照射 では SSD3  
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璽．1．68− 92 子 宮顛癌 の
助 Co 遶 鬲 貼 射 法 特 L 愕

’
盤 内

．
線．亜分布 日 産 婦誌 1．2卷 8 号

乃 釜 50Clllが』鰹ま しい 。

　頻癌治螺 に際 し ， 当教室 で は 原発巣 を まず腔内近接互ほ

射 し，子 釜 肇組織や 所属 リン パ 節を
SOCo

で遠 1輔庶射す

るナ
’
つ1
’
を取 り，照射 ユ坐は Garcia””m ，Nolax 　

：’6］．T〕，Pater −

SOIIE
」e） 2x

等 の ズ献を．参考 に して ， 当分 の 間 6 週間に A 点

へ 6500乃 至SOOOr ，　B 点へ 3500乃 く 5000rを．一
応 の 目標 に

して い る。従 つ て
釦 Co に よ る 濃隔照射術式 は子宮旁組

織 や リ ン〆 節 に充分量 を照身亅
’
し，しか も正 中線被曝：壷の

最 も少い もの が 望 設 れ る，そ こ で フ ァ ン ト
ーム 及び 人

体 で各種照 射野下 に 於 1’ナる リン パ 節被曝量及 び 腟
．
剖1，

A ，　B 点線量 を 測定 した 所，　リン パ 節 は照 射 野 」．0 × 4

cm 銑 ご充分 に 煕射出来 ， そ ゆ線三旦ぽ B 点繰
．
量 と略 ！

一
致

す る．腟 音1冫譲．．L．Vi’Lt： う門垂 直照射で は，照射野 の 大 き ざ で著

し く変殉 し，1（1× 10cm2 乃 至 10 × 8cm ：

で B 点紙鼠 よ り

多 く，ユ0× 7c1了♂ で骨盤内は略 ζ均 等に照射され，10x

4cm2 の 時が 最少で各門 と も遞 直照射で表面 ノ
’
t
中i譱の 約

6 ％ が 照射 さ オ
’
1、る．10× 4cm ”

の 前 面 蹄，臀 」tf及 び 仙

‘
肖、野計 6門照射は

SOCo
遠隔照射 の 目的 を よ く達成 し

うる事 を 娼 り， こ の 術式 を用 い て 1 回照射
．．
145Dr で

Sourtce　I’ esition 　S で治療 を 行 つ て い る． ま た了 n の

左 右誓 Lど：例 に は 。照射野の 大 き さ を適当 に加減 ナベ きで

あ る
3誇 の ．

　稿 を 終 る ∴ 当 り ， 御 懇篤 な御 指 4 と 御1鮫 閲 を 賜 つ た 恩

1
「．
i加
．
「来 　靉 に 渚 潜

」
言
1
る と 共 に ，遠 隔 照 射 装 亡 を 御 寄 贈 し

て Skい た 上 野 一．ウ7 氏 並 び ここ 御 改示 ， 御鞭撻 を 戴 い た 今村
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